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クリスマスに読む箴言３１章Ⅰ




はじめに


 
 　皆様、こんにちわ！

　私は、ブログやYoutubeで、活躍する林愛根と申します♡

　ちゃんと、段落とか区切ってやったことがないので、緊張してますが、今、こうして、本の向こうのあなたに話しかけていますよ♡

　クリスマスに箴言？　あんまり聴きなじみがないですね笑　さりとて、神様はこうして、愛根の筆を進めて、こうして文章を書かせてもらってます♡　ありがとうございます♡

　箴言というのは、イスラエルのソロモン王が書いた格言集ですよ♡　全部で、３１章あります♡　だから、３１章と題を打ちました！☆

　クリスマスというと、イエス様のお誕生日と言われている日ですよね♡　正確には、分からないんだけど、そのイエス様のお誕生は、箴言の書かれた、旧約聖書に預言されているんですよね♡

　だから、ちゃんと、箴言から、クリスマスについて語れると思い、こうして執筆させていただいております♡

　アドベントカレンダーの書籍版みたいな、働きもありますので、皆様気軽に、１日１章読んでくださると嬉しいな♡

　年に一度のこの季節、祝わないなんて、損だよ、損！！♡

　あなたに幸せが、届きますように☆♡　アーメン☆彡







１章


 イスラエルの王、ダビデの子ソロモンの箴言。

これは、知恵と訓戒を知り、

悟りのことばを理解するため、

義とさばきと公正において、

訓戒を受けて、さとくなるため、

浅はかな者を賢くし、

若い者に知識と思慮を得させるためのもの。

知恵のある者は聞いて洞察を深め、

分別のある者は導きを得る。

こうして、箴言と比喩、

知恵のある者のことばと謎を理解する。

主を恐れることは知識の初め。

愚かな者は知恵と訓戒を蔑む。

１章１～７節


 　ダビデの子、ソロモンさんも、生まれた出自がそこまで、きよらかなものでは、ないです。略奪愛の末、生まれた子どもなので、いろいろな差別や、偏見に頭を悩ませたでしょう。

　しかし、ダビデの愛が、一応本物だったから、こうして、ソロモンさんは、誰よりも、知恵と知識に秀でる者となることが、できました☆

　ソロモンさんは、神様に対して、１０００頭の全焼のささげ物をささげたことがあります。その時、夢で神様が出てきて、願いは、何だ、言え。とおっしゃいました。その時のソロモンさんのことばがこちら☆

　今、知恵と知識を私に授けてください。そうすれば、私はこの民の前に出入りいたします。さもなければ、だれに、この大いなるあなたの民をさばくことができるでしょうか。

　歴代誌第二１章１０節

　富でも名声でもなく、願いは、知恵と知識でした。１０００頭もささげて、願った祈りが、知恵と知識。神様は、それを聞いたとき、お喜びになったでしょう。神様は願い通りにソロモンに、知恵と知識と祈らなかった富も名誉も授けます。

　私の大好きなことばは、最後の主を恐れることは知識の初めですね☆　知識は収集しても収集してもまだまだ、知らないことがいっぱい出てきますね☆

　私も主を恐れてたのかな？　世界はまだまだ広い！　腐ってないで、外の世界を見に行きましょう！！

　世の中は、楽しいことでいっぱい！　神様が造ったこの世界を味わい尽くしましょう！

　あなたにしかできないことは、必ずある！　大丈夫☆彡







２章


 わが子よ。もしあなたが私のことばを受け入れ、

私の命令をあなたのうちに蓄え、

あなたの耳を知恵に傾け、

心を英知に向けるなら、

もしあなたが悟りに呼びかけ、

英知に向かって声をあげ、

銀のように、これを探し、

隠された宝のように探り出すなら、

そのとき、あなたは主を恐れることをわきまえ知り、

神を知ることを見出すようになる。

主が知恵を与え、

御口から知識と英知が出るからだ。

１〜６節


 　まず、人間は、生まれたままでは、真理をわきまえ知ることができません。ほとんどの人がそうです。ヨナという素晴らしい預言者が昔いましたよね。彼は、ニネベはイスラエルの敵である、アッシリアの首都で、絶対に救いたくない、そういう愛国心から、ニネベに主を知らせに行くことを拒みましたよね。

　ヨナ書の最後で、神様は、ニネベの人たちのことを、なんと言っていたでしょうか？

　主は言われた。「あなたは、自分で労さず、育てもせず、一夜で生えて一夜で滅びたこの唐胡麻を惜しんでいる。

　ましてわたしは、この大きな都ニネベを惜しまないでいられるだろうか。そこには、右も左も分からない十二万人以上の人間と、数多くの家畜がいるではないか。」

　ヨナ書４章１０、１１節

　神様は、イスラエルの敵であるアッシリア、ニネベの人たちを、顧みてくださいましたね。それと同じように、周りにいる人たちを、救う義務が、クリスチャンには、あるのです☆♡

　そのためには、みことばを蓄えることが肝要です☆　善悪はすべて聖書に書かれているのですから☆♡

　宝と言ったら、このことばを私は、思い出しますね☆♡

　このキリストのうちに、知恵と知識の宝がすべて隠されています。

　コロサイ書２章３節

　そう！　クリスチャンには、聖霊が与えられますので、願えばただで、知恵と知識が与えられますね☆♡

　このクリスマスに、イエス様に対して、知恵と知識を求めてみましょう♡　ちょっと努力も必要かもしれないけど、神様は願った分だけ、知恵と知識をくださいますよ♡

アーメン☆彡







３章


 わが子よ、私の教えを忘れるな。

心に私の命令を保つようにせよ。

長い日々と、いのちと平安の年月が、

あなたに増し加えられるからだ。

恵みとまことがあなたを捨てないようにせよ。

それをあなたの首に結び、

心の板に書き記せ。

神と人の前に

好意を得、聡明であれ。

心を尽くして主に拠り頼め。

自分の悟りに頼るな。

１〜５節


 　みことばってつい、忘れちゃうものですよね♡　でもそれでいいんです♡　蓄える量が増えていきましたら、思い出せるみことばも、たくさん増えますから笑♡

　聖霊が思い起こしてくださるんですよね、聖霊が！　心の板っていうと思い出すのは、このみことばです♡

　あなたがたが、私たちの奉仕の結果としてのキリストの手紙であることは、明らかです。それは、墨によってではなく生ける神の御霊によって、石の板にではなく人の心の板に書き記されたものです。

　コリント第二３：３

　この心の板に書いてあるみことばは、すべての人たちに読まれ、知られているそうです（２節）何か、それって嬉しいですよね♡　ただ蓄えて、読んでおいたみことばを他の人も読んでくださるなんて♡

　みことばは、思いとことばと態度を変えるものなので、そうやって変わった姿も証しになりますし、素晴らしいです♡

　今、私たちが、心を尽くして待つのは、イエス様です。イエス様は、旧約聖書で預言されていて、いつかイスラエル王国を救ってくださるために現れると、学者たちがうわさをしておりました☆

　東方の博士たちも、イエス様を礼拝しようと、遠い国から、遠路はるばるエルサレムまで、旅をして来たことがありましたよ♡

　神様は、ご自分を愛してくださるのをとても喜びます♡　姿はあっても見えないためでしょうね♡　なので、イエス様を愛し、イエス様のために生きていくことが、大切なのです♡

　アーメン☆彡







４章


 父は私を教えて言った。

「私のことばがおまえの心を支えるように。

私の命令を守って生きよ。

知恵を得よ。悟りを得よ。忘れてはならない。

私の口のことばからそれてはならない。

知恵を捨てるな。これがあなたを守る。

これを愛せ。これがあなたを保つ。

知恵の初めに、知恵を買え。

あなたが得たものすべてに換えて、悟りを買え。

それを尊べ。それはあなたを高める。

それを抱きしめると、それはあなたに誉れを与える。

それは頭に麗しい花の冠を与え、

輝かしい冠をあなたに授ける。」

４〜９節


 　聖書は６６巻ありますね♡　創世記から黙示録まで♡　そんなに固く考えなくてもいいんですよ♡　１日１章で十分です♡　これで、だいたい３年ちょい♡　私なんて、全部読み終わるのに、７年かかりましたもの♡　遅すぎることなんて、ありませんよ♡　少しずつ読んでいきましょうね♡

　この聖書６６巻に、物事の善悪がすべて書いてあります♡　だから、すべてのことを、いいか、悪いか見ることが、できるんですね♡　悪いことなんて、人殺しとか盗みとか、そういうのから、憎しみ、妬みなどの心理系まで、事象は様々！　私が今日、思ったのは、人間は、法律と倫理と聖書に違反しなければ、すべてのことは、していいんだよ〜です☆　そんなに堅苦しく考えないで、自分の主観込みで判断してもいいと思うんだけどな〜☆　好みとか、いろいろあるでしょ☆　へへ☆

　こうすれば、とっても賢い人になりますね♡　申命記には、法律たち。詩篇にはお祈りと賛美たち。箴言には格言たち。伝道者の書にはこの世の儚さについて、雅歌には男女の愛について語っている刺激的な本☆

　是非、まだお持ちでありませんでしたら、聖書を１冊買ってほしいな☆って思いますよ♡

　クリスマスは、イエス様の”再臨”を待ちわびる大切なシーズン。ぴったりな１節を、見つけて来ましたよ♡

　競技をする人は、あらゆることについて節制します。彼らは朽ちる冠を受けるためにそうするのですが、私たちは朽ちない冠を受けるためにそうするのです。

　コリント第一９章２５節

　ここは、覚えてたんだけど、場所が分かんなくて↓　この、朽ちない冠というのは、イエス様の再臨後に受けることができます♡

　多分、私のカンだと、この朽ちない冠の輝きは、みな一様。それほど尊い冠なのですね♡

　クリスマスのシーズン、静かにイエス様を待ちわびる季節に、したいものです。

アーメン☆彡







５章


 わが子よ、注意して私の知恵を聞け。

私の英知に耳を傾けよ。

あなたが思慮深さを守り、

あなたの唇が知識を保つために。

よその女の唇は蜂の巣の蜜を滴らせ、

その口は油よりも滑らかだが、

終わりには苦よもぎのように苦くなり、

両刃の剣のように鋭くなるからだ。

この女の足は死に下って行き、

その足取りはよみをつかみ取る。

その女はいのちの道に心を向けない。

彼女が通う道はあてどもなくさまよう。

しかし彼女は、それを知らない。

１〜６節


 　他人の妻と不倫！　これほど恐ろしいことは、ありませんね！

　慰謝料の請求、ものすごい恨み、もう赦してもらえることは、ありません。

　神様は、それだけを言ってるんじゃないんですね☆　ユダヤ社会は、宗教国家です、宗教が基盤です。その会衆の中から、断ち切られてしまう可能性があるんですね♪　これを恐れないイスラエル人はいません☆

　ど〜〜〜しても好きでも、諦めざるを得ません。天国で一緒に暮らしたいと思うくらいが、持てるすべての理想だと思います。

　復活の時には人はめとることも嫁ぐこともなく、天の御使いたちのようです。

　マタイの福音書２２：３０

　特定の人は、いないということでしょうか？　ちょっと悲しいけど、それが現実ですね☆♡

　特定の人ならいます！　イエス様です！！

　イエス様は花婿であり、私たちは花嫁であるというのが、聖書の教えです☆

　マタイには、愚かな５人の娘と、賢い５人の娘の例え話がありますね♡　この１０人は、花婿を迎えに出てこれる資格のある人たちで、愚かな娘たちは、ともしびを持っていて、油を持っていない。反対に賢い娘たちは、油も持っていたんですね☆

　それで、みんな寝ちゃって、夜中になって、花婿が来たら、油を持ってない娘たちが、助けを求めるわけですね☆

　しかし、油を持ってる娘たちは、あげられません、と言いました。そして、用意ができている娘たちは、婚礼に招かれ、結婚式が始まります☆♪

　この油は、間違いなく聖霊で、私たちのうちにもあります☆　今、発見しましたよ♡　聖霊だって♡

　私たちをあなたがたと一緒にキリストのうちに堅く保ち、私たちに油を注がれた方は神です。

　コリント人への手紙第二１章２１節

　私たちに注がれているのは、”御霊”です☆　だから、聖霊ですね☆♡

　私たちは、いつも神様に愛されているのです☆

　アーメン☆彡







６章


 わが子よ。もし、あなたが

隣人のために保証人となり、

他人のために誓約をし、

自分の口のことばによって、自分が罠にかかり、

自分の口のことばによって、捕らえられたなら、

わが子よ、そのときにはすぐにこうして、

自分を救い出せ。

あなたは隣人の手に陥ったのだから。

さあ行って、伏して隣人にしつこくせがめ。

あなたの目を眠らせず、

そのまぶたにまどろみを与えるな。

自分を救い出せ。かもしかが狩人の手から逃れるように、

鳥がそれを捕る者の手から逃れるように。

１〜５節


 　お家を借りたりするとき、昔は、保証人が必要でした。今は、保証人がいなくても、保証会社が、保証してくれますが、連帯保証人は、もっと責任が重いです☆

　連帯保証人は、先に借り主に請求して欲しいとかそういうことが言えず、借り主とまったく同じ責任が伴います。

　うちも借金の整理とかで大変でしたよ〜☆　バブルがはじけて苦しくなっちゃって☆

　でも、林家は、今は、みんな元気にしてるし、仲もいいし、よかったです☆

　とにかく、保証人になるというのは、大変なことと、聖書に書いてありますね☆

　私たちが、天国に行くための保証はなんでしょうか？　善行？　信仰？　聖書には、”聖霊”と書いてありますね☆♡

　聖霊は私たちが御国を受け継ぐことの保証です。このことは、私たちが贖われて神のものとされ、神の栄光がほめたたえられるためです。

　エペソ１章１４節

　イエス様を主と告白できる人には、もう、聖霊が宿っていますね♡　天国は、パラダイスなので、相当いいことが待っていますね☆♡

　私たちは、もう天国に行くことができる。私たちは、イエス様の御再臨を、静かに待ちます。

　イエス様、来てください！　早くして！！　アーメン☆彡







７章


 わが子よ。私のことばを守り、

私の命令をあなたのうちに蓄えよ。

私の命令を守って生きよ。

私の教えを、自分の瞳のように守れ。

それを自分の指に結び、

心の板に書き記せ。

知恵に向かって「あなたは妹だ」と言い、

英知に向かって「身内」と呼べ。

自分をよその女から守り、

ことばの滑らかな、見知らぬ女から守るために。

１〜５節


 　私の命令とは、何でしょうか？　神様の命令は、簡単なことであり、完璧に守るのは、至極難しいことです♡

　私たちが御子イエス・キリストの名を信じ、キリストが命じられたとおりに互いに愛し合うこと、それが神の命令です。

　ヨハネの福音書３章２３節

　互いに愛し合う、これが神様の命令ですね♡

　愛するには、どうしたらいいでしょう？　認める、受け入れる、慰める、そして、同じようになる☆

　優しい気持ちも大事ですね、赦し合うんですね！☆

　知恵は、私の妹だそうです☆♡　あなたは妹だは、英語で”You are my sister," 　女の子みたいですね☆

　知恵と仲良くなって、ことばの滑らかな、見知らぬ女から、身を守ることが、肝要です。

　イエス様が、悲しまれることを、してはなりません！　私たちはいつも神様の子どもだからです♡

アーメン☆彡







８章


 主が天を堅く立てられたとき、

わたしはそこにいた。

主が深淵の面に円を描かれたとき、

上の方に大空を固め、

深淵の源を堅く定められたとき、

海にその境界を置き、

その水が主の仰せを越えないようにし、

地の基を定められたとき、

わたしは神の傍らで、

これを組み立てる者であった。

わたしは毎日喜び、

いつも御前で楽しんでいた。

主の地、この世界で楽しみ、

人の子らを喜んだ。

子たちよ、今、わたしに聞き従え。

幸いなことよ、わたしの道を守る者は。

訓戒を聞け。知恵を得よ。

これをなおざりにしてはならない。

２７〜３３節


 　この”わたし”っていうのは、知恵ちゃんのことですね☆♡　神様の傍らで、世界を組み立てていたそうです♡

　知恵ちゃんは、きっと神様のことが大好き♡　神様との共同作業で、本当に楽しかったことでしょう♡

　人の子らを喜んだって、ほんと可愛い♡　人間が大好きなんでしょうね♡　しかし、人間は堕落し、知恵ちゃんに聞き従わない人たちが、現れましたよ♡

　私も、その一人かなって思います♡　遊ぶし、聖書読まないし悪食だしｗｗｗ

　神様も、同じように、私たちのことが、大好きです♡　ヨハネの福音書にこうあります♡

　神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、一人として滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。

　ヨハネの福音書３：１６

　世界のすべてを愛してくださるイエス様。その御子を信じる者は、一人も滅びません☆　何たる恵みでしょうか♡　死んでも生きて行くことができます♡

　このイエス様を信じ、待ち望みましょう♡　永遠のいのちは、私たちにあるのです☆♡

　アーメン☆彡







あとがき


 愛根です☆

頭が痛いため、分冊で、無料本にしました♡

ちゃんと、３１章書くので、安心されてください♡

アドベントカレンダーの書籍版みたいですので、ちょっと遅くなっちゃったかもしれないけど、安心してこの本を、読んでくださいね♡

それにしても、神様ってそんなに愛根のこと可愛い？？

女の子のことばっかり考えてるのに？

よく分かりません、そういうのー！

神様は、誰よりも優しいのでした☆

感謝いたしますね☆♡

アーメン☆彡


 追記：私が見つけてきたりした、みことばは、新改訳２０１７の聖句検索からですよ♡

気になる方は、検索してみて☆

アーメン☆彡


 ２０２４年１１月２７日


 林愛根


 可愛い愛根ブログ☆

https://ameblo.jp/lapis-２０１９/


 ☆愛根の音楽倉庫☆

http://ainemusic.starfree.jp/
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